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それぞれ異なるシステムでア
フターマーケットに対処する
ディーラーの大規模なネット
ワークを持つボルボ建設機
械は、グローバル・サプライ・
チェーンの管理に苦戦してい
ました。Syncronは、予測お
よび部品管理を最適化するこ
とにより、ボルボ建設機械が
数週間のうちに世界的なディ
ーラー・サービス・レベルを
95%に高められるように手助
けしました。

建設機器のアフターマーケットでは、部
品の入手可能性が重要です。絶対必要な
１つの部品がないことで、建設現場全体
が停止状態になり、１日に数百万ドルの
コストがかかる可能性があります。そのた
め、ボルボ建設機械は一層のグローバル
な拡大に乗り出そうとしていた時、その目
標は明確でした。すなわち、業界トップの
顧客サービス・レベルを世界中で達成する
ために、サプライ・チェーンを合理化する
必要があるということでした。

「アフターマーケットは顧客にとって非常
に重要です。顧客は、顧客契約を達成す
ることができるように、当社から使用可
能時間を買います」とボルボ建設機械、
顧客サポート部門のグローバル・サプラ

イ・チェーン・マネジャーのJan Paulsso
氏は述べています。

異なるシステムと過剰在庫
長年にわたるグローバルな成長と買収の
結果、ボルボの世界中のディーラーは当
時、多様な標準の異なるシステムを所有
していました。各ディーラーがそれぞれ
のアフターマーケットに対処していたた
め、ボルボがグローバル・サプライ・チェ
ーンをコントロールすることは困難でし
た。特定の部品の必要が生じると、ボル
ボ建設機械の中央流通部門は、当該の
部品を見つけるために地域のディーラー
にEメールを送信しなければなりません
でした。カスタマイズされた機械は少数
しか生産されていないため、予備部品の
入手可能性を高く保つことは高コストで
あり、過剰在庫と陳腐化が一般的な懸
念材料となっていました。

グローバル・サプライ・チェ
ーンの透明性を実現する簡
単な方法
ボルボ建設機械がグローバル・サプライ・
チェーンの透明性をもたらす単一の共通
システムの必要を特定した際、その選択は
簡単でした。同社は既に中央倉庫での需
要予測においてSyncronのサプライ・チェ
ーン・プランニング・ソリューションの活用
に成功していました。

シンクロン・ソリューションについて詳しくは www.syncron.com にアクセスしてください。

ボルボ建設機械は、デ
ィーラー・サービス・レ
ベルの合理化によるグ
ローバルな拡大に力を
注いだ

課題
300ヶ所の在庫拠点と様々な異なる
システムから成るグローバル・ディー
ラー・ネットワークのために、ボルボ
建設機械は、世界中で一貫したサービ
ス部品の入手可能性を提供するうえで
の問題に直面していました。市場トッ
プのディーラー・サービス・レベルを目
指して、ボルボ建設機械は、グローバ
ル・サプライ・チェーンの透明性を確保
するための単一の共通ソリューション
の必要性を感じていました。

ソリューション
Syncronのサプライ・チェーン・プラ
ンニング・ソリューション

成果
•	 ディーラー・サービス・レベル	
95 %で市場トップ。

•	  製品の在庫水準が、移動が少な
いものも頻繁であるものも共に
減少。

•	  在庫の陳腐化が減少。
•	  在庫補充プロセスの自動化。
•	  複数のERPシステムにもかかわ
らず、グローバル・サプライ・チ
ェーン全体にわたる透明性が改
善。

ボルボの概要
ボルボ建設機械は、ブリュッセルに本
社を置くグローバル企業です。同社の
製品ラインには、ホイール・ローダー、
小型車両、ホイール式およびクローラ
ー式の油圧ショベル、モーター・グレ
ーダー、アーティキュレート・ダンプな
どが含まれます。同社は、４つの大陸
で製品を製造し、販売特約店およびレ
ンタル店を介して150カ国以上で販売
しています。業界最大手の１社である
ボルボ建設機械は、従業員数13,000
人、総売上高56億米ドル（2006年）と
なっています。
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「私は1992年からSyncronと共に働き、
我々のパートナーシップとSyncronのソ
リューションに関して素晴らしい経験を
積んできました。Syncronは企業として
機敏です。同社のソリューションは手ご
ろな価格であり、同社はアフターマーケ
ットを理解しています」とJan Paulsson
氏は述べています。「当社は、同業他社
がERPシステムで同様の成果を達成しよ
うとして、最大25倍のコストを支払って
いることを知っています。」

ボルボ建設機械は、Syncronのサプライ・
チェーン・プランニング・ソリューションを
グローバルな利用に拡大することを決め
ました。Jan Paulsson氏は、サプライ・チ
ェーン・プランニング・アプリケーションを
様々な既存のシステムの最上層に配置す
るというSyncronの概念を高く評価して
いると述べています。同氏は更に次のよ
うに続けています。「これは、ボルボのよ
うな大企業にとって、グローバル・サプ
ライ・チェーン全体にわたり完全な透明
性を実現し、コントロールするための唯
一の実行可能な方法です。全ての国およ
びディーラーを網羅する単一のERPシス
テムを導入することは、全く選択肢にな
りません。」

数週間のうちに市場トップ
のサービス・レベルに
Syncronのソリューションは、317ヶ所の
在庫拠点に導入されました。システムの自
動的な注文の提案に素早く適応するディ
ーラーの能力に応じて、導入後２～４週間
以内にディーラー・サービス・レベルは改
善しました。

予想を上回るバックオーダ
状況の改善
現在、ボルボ建設機械はグローバル・サ
プライ・チェーンにわたる完全な透明性
を実現しています。ディーラーが特定の
部品を必要としている時は、ボルボ建設

機械は、その部品が入手できる場所をす
ぐに確認し、その部品の在庫が過剰にあ
る別のディーラーからそれを確実に移動
することができます。予想はディーラーご
とに算出されるため、在庫管理は大幅に
改善しました。
「SyncronのSCPソリューションによ
り、陳腐化と返品が大幅に減少しまし
た。これは、当社の予想を遥かに上回っ
ています。」とJan Paulsson氏は説明し
ています。「他の予想システムとは異な
り、Syncronのソリューションは、移動
が頻繁な製品と全く同じように、移動が
少ない製品の在庫も最適化することが
できます。これは、当社の事業にとって
不可欠なことです。」
Syncronのソリューションは、あまり頻繁
に利用されない高価格の品目よりも、頻
繁に利用される低価格の品目を優先する
ことで、サービス・レベルへの最大限の影
響を確保するために必要なロジックを提
供します。

将来の事業拡大に注力
ボルボが新しいグローバル市場への事業
拡大を続けているため、ボルボ建設機械
は現在、次世代のJavaベースSyncronサ
プライ・チェーン・プランニング・ソリュー
ションであるバージョン7にアップグレー
ドすることを計画しています。
「当社は現在、550万SKU(商品格納管
理単位)を立て直しており、その数は常
に増加傾向にあります」とJan Paulsson
氏は述べています。「次のバージョンに
より、当社は最大3,000万のSKUを管理
し、将来の成長のための当社の能力を
確保することができます。現在、当社は
Syncronソリューションの北京語版を中
国で展開する計画があるため、これはタ
イムリーです。」
世界中のディーラーを結び付ける次世代
技術により、ボルボブランドは、将来、高
い入手可能性において信頼の証となるこ
とでしょう。

シンクロン・ソリューションについて詳しくは www.syncron.com にアクセスしてください。

「当社のディーラーは、緊急オーダおよび輸送費が
減少する一方で、サービス・レベルが向上していく速
さを目の当たりにして、ほとんどショックを受けていま
した」。ボルボ建設機械は現在、市場トップの95%と
いうディーラー・サービス・レベルを提供しています。

Syncronケーススタディ
ボルボ

Syncronの概要
Syncronは、グローバル・サプライ・
チェーンのパフォーマンスを容易に
最大限に高めます。既存のITインフ
ラを利用した当社の画期的なITソリュ
ーションは、迅速に導入することがで
きます。6ヶ月～12ヶ月以内に、顧客サ
ービス水準、サプライ・チェーン・プロ
セスの効率、在庫水準の削減という３
つの主要分野のパフォーマンスが20
～30%改善します。当社は、製造業・
流通業の一部の業種における広範な
経験とソフトウェアの専門知識を組み
合わせることにより、顧客に素晴らし
い成果をもたらします。遅れをとらな
いようにするために、アルファ・ラバ
ル、アトラスコプコ、エレクトロラッ
クス、メッツォ、ルノー・トラック、サ
ンドビック、スミス・エアロスペース、
テトラパック、トヨタ、トレルボルグ、
ボルボ、フォルクスワーゲンといった
多くの世界トップ・クラスのグローバ
ル企業がSyncronを選んできまし
た。Syncronは全世界に活動を展開
しています。

Syncronへのお問い合せ
Syncronの詳細およびお問い合せ先
については、www.syncron.com/ja
にアクセスしてください。


